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大仏像の背後に青銅製の大きな蓮弁4枚を見ることができます。江戸時代（1600-1867）のいつ頃かに蓮弁が大仏の座る蓮台を囲むように制作するという計画がなされました。その結果は仏が蓮台に座るという一般的なものになるはずでした。しかし、結局計画は白紙となり、今私たちは4枚の完成した蓮弁しか見ることができません。寄進者の名前は表面に彫られています。計画の白紙の主な原因は経済的要因だと考えられています。

